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第 4 条中「履修期聞は」をf履修期間は， 」に改める。
第6 条及び 第7 条を次のように改める。
第6条 専門教育科目に関する授業科目及び単位数は， 5]1］表 第lのとおりとする。




第13条の見出しの「（試験， 課程の修了認定）」を「（試験及び課程の修了認定）」に改め， 同条 第 2項中「試験は」を「試験
は， 」に改める。
第14条 第 1項中「試験終了後 」 を「当該科目の試験終了後」に改め， 同条第2項を次のように改める。
2 追試験の方法等については， 教授会において定める。
第15条中「可， 不可」を「可及び不可」に， 「表わし」を「表し」に， 「合格， 」を「合格とし， 」に改める。
第18条の見出しの「（転学部， 転学科， 転入学， 編入学）」を「（転学部， 転学科， 転入学及び、編入学）」に， 同条中「選考の
うえ」を「選考の上」 に改める。






第26 条 第1項中「履修しようとするときは， 」を「履修しようとする学生は， 」に， 「得なければならない。 」 を「受
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け な け ればな らな い 。 」 に 改め， 同 条第2 項中 「本学部の単位 と し て認定す るり を 「30単位 を 限度 と し ， 本学部の単位 と
し て認定す るこ とがで き る。lに 改めるの
第28条中 「 初め」 を 「始め」に 改める。
第30条の 次 に 次 の 1 条 を 加える。
（ 教員免許状 ）
第31条 教員免許状授与の 所要資格 を 取得しよ う と す る者 は ， そ の授 与 を 受け よ う と す る免許状 の 種類 に 従い， 別 に 定め
る所定の授 業科目の 単位 を 修得 し な け れはならな い 。
別 表（1） を 次の よ う に 改め， 別 表第2 を 次の よ う に 加え， 「別表（2） 」 を 「別表第3 」 に 改める。
（ 次 の よ う は ， 別添の と お り ）
附 則
1 この 規則は ， 昭和55年10 月 l 白か ら施行す る。
2 こ の 規則の施行目 前 に お い て ， す でに 専門教育課程へ移行 し ている者 に つ い て は ， な お 従前 の 例に よる。
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経 済 学 科
系 授 業 科 目 単 位 数 系 授 業 科 目 単 f立 数9°1J 開 設 必 修 選択必修 選 択 明l 開 設 必 修 選択必修 選 択
経第 経 j斉 原 云.�岡" I 4 4 車王 経 片昌"- 史 4 4 
i斉 数 理 経 1斉 学 4 4 許昌"- 産 業 檎 造 さ函え 間λ 4 4 
原 資 j原 経 i斉 寸悼んー 4 4 環 産 業 公 害 き回A同 4 4 
論－ 経 I斉 変 動 ヲ日z間．． 4 4 境 社会シ ステム 分 析 4 4 
経第 車壬 i斉 原 自命 II 4 4 経
5ロ担m当mト 消 費 者 行 動 論 2 2 
I斉 経 j斉 学 史 4 4 国 国 際 金 吊虫 Eロき£間ト 4 4 
原 世 界 経 I斉 主a 間企h 4 4 際 S貝"' 易 理 雪ロふ"' 4 4 
経 論二 現 代 経 済 分 析 4 4 長昂以」 経 国 際 投 資 苦伝手d聞" 4 4 営
経 経 j斉 史 総 き.（；，間 4 4 
号日メ間当、 多 国 籍 企 業 論 4 4 
i斉 西 i学 非主 1有 史 4 4 人 労 務 管 理 4 4 
史 日 本 経 1斎 史 4 4 戸ナゐ 事理管 経 当
’ ネ土 f三、 寸誕aー． 4 4 
済 経 経 済 政 策 総 論 4 4 三ロi悶' 人 間 関 係 毛a左岡
' 4 4 
I斉 社 f' 2え 政 策 4 4 経 営 実 務 総 論 4 4 
政 農 業 政 策 4 4 系 経 経 営 機 械 化 論 4 4 
策 工 業 政 策 4 4 A邑
"-
電 子 計 算 機 論 4 4 
金 融 号E式闇. 4 4 実 L貝" 易 実 務 4 4 
子尚 金 金
務
高直 政 策 舌ロム"' 4 4 をヨム冊 商 業 英 語 2 2 面虫
論 銀 行 �·
冊A 4 4 コ ンビ ュータ 一 実 習 2 2 
景 気 E吾，，冊" 4 4 公 法 総 aー冊ι 4 4 
系 財
員オ 政 す.＂－んー 総 ヲ函i聞 4 4 基 毛L 法 絵、 三ロ企”m与 4 4 
I也 方 Rオ 政 言命 4 4 礎 7flj 法 絵、 さ詞 t冊' 2 2 政
号叫ー
Rオ 政 政 策 論 4 4 経 法 外 国 法 総
三a去止 間' 4 4 
手且 F見 ・日＂＇＇間> 4 4 政 it; 学 4 4 
統計 統 5十 学 4 4 Rオ 不 動 産 法 4 4 学 5十 量 経 I斉 ，－岳会- 4 4 産 契 寄付 法 4 4 経三 奇圭 I斉 I也 理 学 4 4 持i 室回三 l!i1 ｛賞 法 4 4 r斉 メ品込 法t也 日 本 産 業 fロ10間 4 4 イ責 4者 f且 保 法 4 4 理 海 外 経 済 事 情 4 4 ぷ：／三、 社 法学 fl二- 4 4 
経 営 空宇 総 ℃；＇聞' 4 4 業ー 衛 取 りl 法 4 4 
経 t主 メ昌"- 組 織 毛時主間語、 4 4 関 保 険 海 商 法 4 4 
生 産 管 理 4 4 法 係 有 ｛面 証 券 法 4 4 戸己"-
経 営 財 す華 5命 4 4 法 証 券 取 ヲ｜ 法 2 2 
学 flニ- 業 ラロ止mトJ 4 4 f到l 民 事 訴 吾面yム、 法 4 4 産
公 ii:、0 業 論 2 2 
学
霊1刻 強 市I] 回 �!I. 法 4 4 
jた 通 総 言ロ九阿U 4 4 if_ 業 主主 理 法 4 4 経 流 マーケテイ ン グ論 4 4 ネ土 争経 tよ奇 法 4 4 物 I庇 w岡,. 2 2 f三' 消 費 者 保 護 法 2 2 通 倉 庫 号nムmJ 2 2 労 使力 法 4 4 
リスク・ 7ネジメント論 4 4 法 社 ヨ乏エ』 f呆 R軍 法 2 2 
営 �A岡 保 険 E命 4 4 系 図 国 F祭 耳Z ヲ｜ 法 4 4 
ヲ災＂、 通 雪nムmJ 4 4 Rド与tt、 国 際経済組織法 4 4 
会 計 Aマ品ゐー 4 4 取 国 際 法 総 2日註間. 2 2 員オ ヲl
務 簿 �［. 学 4 4 法 国 際 政 t白 学 4 4 
学 会 工 業 乙Z三品、 計 2 2 キt 千土 ヨ4』コL 寸＝： 総 百命 4 4 
計 干見 務 ぷ2土、" 言十 2 2 1ハ士 今ー 社 fス、 'L、 理 寸幹ιー 4 4 
予 算 統 制l 4 4 ふ寸� 産 業 ネ土 ぷヱ込ミ 学 2 2 
管 標 準 原 価 計 算 4 4 i寅 も3 4 4 
系 理 Rオ 務 β届宜 理 4 4 通 卒 業 吾;I'冊' 文 6 6 
会 血臣と 査 5命 4 4 外 国 書 講 �冗古 4 4 
言十 経 A邑"- 分 析 2 2 f勝 考コンビュータ一会計 2 2 
情 報シ ス ァ ム 論 1 卒業論文の提出は・， 演習 を履修した者に限る。経 4 4 この表に掲げる授業科目のほか， 特殊講義を設けること2 手邑旦． 事圭 斤晶"- 数 寸凶んー 4 4 カfできる。工 経 営 統 言十 4 4 
学 経 営 科 学 概 論 4 4 
4 一
昭和55年8月. 9月号





経第 経 j斉 原 論 I 
T斉 数 理 車圭 I斉 寸＂＂ー． 
原 資 j原 経 1斉 ：品子
論－ 経 I斉 靖＂＂之－ 重力 吾�，間' 
経第 経 1斉 原 t命 II 
i斉 経 i斉 学 史
原 世 界 車圭 I斉 三宙開A 
経 ラ回E目悶E、 一ー－ー 現 代 経 済 分 析
経 経 I斉 史 総 吾百l冊' 
1斉 西 洋 u 『斉 史
史 日 本 経 i斉 史
i斉 経 経 済 政 策 総 論
1斉 ネ土 d三泳 政 策
政 農 業 政 策
策 工 業 政 策
金 高虫 舌ロム間
学 金
融 金 局虫 政 策 舌”A町旬




Rオ 政 学 総 吾a必岡. 
I也 方 員オ 政 き岡ム田政 員オ 政 政 策 呈日間A 学 手E 税 吾函t岡' 
統 統 計 学
学言
,. 
計 量 経 t斉 A寸，，＿
車I斉
圭 経 i斉 t也 理 学
t也 日 本 産 業 論
理 海 外 経 済 事 情当主
経 営 守品一 総 うロ雪£別問テ
経 車圭 兵邑且． 車丑 織 5ロ手＇�ト" 
営
生 産 管 理
出主 営 員オ 務 2関g�町 ト司
学 if_ 業 吾己i聞' 
公 .!£: 業 雪.！；，H司
i庇 通 鈴、 吾白 L岡〉、経 iilE 7ーケテイン グ論
物 流 自命
i局 倉 庫 吾函d岡' 
リスク ・ マネジメント言命
営 論 ｛呆 険 号日ム間
チ人マ 通 号員ム同
lit �当ミ、 員十 学
務 簿 記 会寸主£ー． 
学 会 工 業 会 言十
言十 平凡 務 ぷ，，＇三、 計
予 算 統 伽l
管 標 準 原 価 計 算
系 理 員オ 務 炉目血 理会 監 査 �委t間' 
言十 経 営 分 析
コンビューター会計
寄主 情 報シ ス テ ム 論
，昌目 車圭 メ昌,,_ 数 戸十比
工 経 営 統 言十












































































































授 業 科 目 単 位 数
開 設必 修 選択必修 選 択
経 営 史 4 4 
産 業 構 造 三a岡A 4 4 
産 業 2:: 害 告日間' 4 4 
社 会 シ ステム分 析 4 4 
消 費 者 行 動 論 2 2 
国 際 金 雨虫 言命 4 4 
s貝" 易 理 言命 4 4 
国 際 投 資 吾面l岡h、 4 4 
多 国 籍 企 業 論 4 4 
労 務 管 理 4 4 
経 営 社 会 学 4 4 
人 間 関 係 号日畏間企h 4 4 
経 営 実 務 総 論 4 4 
経 営 機 械 化 論 4 4 
電 子 計 算 機 論 4 4 
S貝'" 易 実 務 4 4 
商 業 英 三ロ五口 2 2 
コンビューター実習 2 2 
4，、..； 法 総 吾�A岡 4 4 
私 法 金色 5ロ3企問ト 4 4 
刑 法 総 三日開ム 2 2 
外 国 法 総 吾；／岡' 4 4 
政 r台 学 4 4 
不 動 産 法 4 4 
契 約 法 4 4 
f員 害 賠 ｛賞 法 4 4 
｛貴 fを m 保 法 4 4 
会 社 法 4 4 
商 耳R ヲl 法 4 4 
保 険 海 商 法 4 4 
有 ｛面 証 券 法 4 4 
証 券 取 号l 法 2 2 
民 事 訴 �）； 法 4 4 
5虫 市lj 回 �x 法 4 4 
;A工1． 業 重E 理 法 4 4 
車圭 済 法 4 4 
消 費 者 保 護 法 2 2 
労 ｛動 法 4 4 
社 dヱbス、 イ呆 障 法 2 2 
国 際 取 51 法 4 4 
国際経済組織法 4 4 
国 際 法 総 Z命 2 2 
国 際 政 J台 学 4 4 
社 会 守＂＇＂ι」 総 論 4 4 
社 ぷ三年ス ’L、 理 学 4 4 
産 業 社 ぷ2合2、' 寸＂＂' 2 2 
j寅 習 4 4 
卒 業 言命 文 6 6 
外 国 書 議 言売 4 4 
卒業論文の提出は， 演習を履修した者に限る。










授 業 千十 単 位 数 系 授 業 科 単 位 数列 目 開 設 必 修 選択必修 目 開 設 必 修 選択必修 選 択選 択 $'1J 
経第 経 I斉 原 吾�，問' I 4 4 経 車圭
斤邑� 史 4 4 
I斉 数 理 経 I斉 学 4 4 許邑以， 産 業 構 造 与日t間. 4 4 
原 資 i原 車壬 I斉 学 4 4 環 産 業 4，、命－ 害 圭ロ＇wテ首 4 4 
論ー キ主 i斉 変 動 吾白之岡、 4 4 境 社会シ ステム分析 4 4 
経第 持圭 j斉 原 きロr�間2ト II 4 4 *l Eお 消 費 者 行 動 論 2 2 
i斉 経 1斉 学 史 4 4 国 国 F祭 金 品虫 吾日t間》、 4 4 
原 世 界 経 I斉 論 4 4 際 長貝刀 易 理 きロ£相官ト 4 4 
経論二 現 代 経 済 分 析 4 4 営
経 国 際 十支 資 ��ト. 4 4 営
経 経 r斉 史 絵、 きロ 品冊 4 4 論 多 国 籍 企 業 論 4 4 
十一済 西 i羊 経 I斉 史 4 4 人 労 務 管－ 理 4 4 
史 日 本 車圭 I斉 史 4 4 学 事管 経 営 社 会 学 4 4 
経 済 政 策 総 論 4 4 理 4 ifi 経 L三L
i斉 キ土 会 政 策 4 4 経 営 実 務 総 論 4 4 
政 農 業 政 策 4 4 系 経 経 営 機 械 化 論 4 4 
策 工 業 政 策 4 4 営 電 子 計 算 機 論 4 4 
金 両虫 圭ロ企WモE 'ー 4 4 実 貿 易 実 務 4 4 金 務学 金 高虫 政 会列コ乞司L 吾.�冊' 4 4 三白ι聞 商 業 英 舌ロhロ 2 2 面虫
呈／岡. 主浪 行 三U盆R ト. 4 4 コンビュータ一実習 2 2 
景 気 E命 4 4 j_、A• 法 総 舌nム!Ill 4 4 
系 財
Rオ 政 A寸u ．ー 総 号白β岡、 4 4 基 私 法 総 長a乏H� 4 4 
I也 方 Rオ 政 吾•＂岡' 4 4 礎 汗リ 法 総 吾函ム問 2 2 政 Rオ 政 政 策 吾�，岡' 4 4 法 外 国 法 総 き”企!Illト 4 4 山守一． 
手且 税 EロF企m ト' 4 4 政 if! 寸品白ー鳥 4 4 
統言Aて孟十f-ゐ
統 五十 学 4 4 Rオ 不 動 産 法 4 4 言十 量 経 済 学 4 4 車圭 産 契 約 法 4 4 主壬 経 i斉 I也 理 学 4 4 t員 2口11: 賠 ｛武 法 4 4 r斉 法I也 日 本 産 業 壬＿，.聞 4 4 ｛貰 f径 担 ｛呆 法 4 4 理 海 外 経 済 事 情 4 4 fエ、 十土 法 4 4 学 升邑� I'' 乙
経 営 学 主Rl: 雪ロム間 4 4 業 商 取 ヲ｜ 法 4 4 
金，i又 経 営 車昼 総 幸画晶岡 4 4 関 保 険 海 商 法 4 4 
生 産 管 理 4 4 法 係 有 f面 証 券 法 4 4 営 車圭 ρ昌� 員す 務 号画ム聞 4 4 法 証 券 取 号｜ 法 2 2 
A寸Lら- .l1. 業 E命 4 4 民 事 訴 －首�、‘ 法 4 4 
公 ム� 業 5命 2 2 学 5皇 市IJ 回 �x 法 4 4 
j荒 通 総 号長 f岡' 4 4 庄，、、一 業 整 理 法 4 4 経 j荒 マーケテイン グ論 4 4 
系 社
経 1斉 法 4 4 
物 流 告日2間' 2 2 消 費 者 保 護 法 2 2 
通 倉 康 E命 2 2 
ぷz＇ミ、
労 ↑動 法 4 4 
リスク・ マネジメント論 4 4 法 社 4三泳ス イ呆 障 法 2 2 
営 5ロ告 ら間 イ果 険 吾�，聞' 4 4 国 国 際 取 号｜ 法 4 4 
引只で、 通 E命 4 4 際 国 際総済組織法 4 4 
会 五十 学 4 4 取 国 際 法 総 ；命 2 2 Rオ 号｜
務 簿 記 非寸主ー． 4 4 法 国 際 政 if! 学 4 4 
学 ｜ 会 工 業 会 5十 2 2 キ土 社 fr ぇ ＇＿.＿主 主少． 総 ＝長体問 4 4 5十 税 務 fミ、 5十 4 2 共 会 干上 �ス" ,l..、 理 会f·ー 4 4 
予 算 統 告lj 4 4 ：品子 産 業 社 f三、 ふ寸温ー． 2 2 
管 標 準 原 価 計 算 4 4 i寅 習 4 4 
系 理 財 務 管 理 4 4 通 卒 業 幸a子t而
. 文 6 6 
ぷヱ斗エ 且隠と 査 吾�， 聞' 4 4 外 国 書 講 E売 4 4 
5十 経 営 分 析 2 2 備 考コンビューター会計 2 2 卒業論文の提出は， 演習を履修した者に限る。経 情報 シ ス テ ム論 4 4 2 この表に掲げる授業科目のほか， 特殊講義を設けることA邑£ゐ 経 営 数 学 4 4 カさで？きる，工 経 よ邑比． 統 言十 4 4 
学 経 営 科 学 概 論 4 4 
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t主 j斉 学 科 経 営 学 干キ
区分 授 業 科 目 単位 授 業 科 日
必 経iri I京 論 I 4 経 営 学 総 論fl多





経 営 学 総 論 4 
}
@ 
経 済 原 論
選 � 三 社 法 経 済 原 論 II択 4 
必 経 済 史 総 論
（｜事 経 済 政策 総 論
干：十






選 経 iii 学 系 28 *'f 営－ 学 系
拶〈 経 営 学 系 8
）
。
経 i斉 考： 系
干；� 経 営 法 学 系 8 経 営 法 学 系









注 ＠： 1科目 を 選択必修科目 と し ， 他の 科目立， 選択科目とす る。
⑮：2 科目 を 選択必修科目 と し ， 他の科目は ， 選択科目 と す る。
報
第204号
経 営 法 学 科
単位 授 業 科 目 単位
4 私 法 モ面号t冊. 4 







経 済 原 論 I 4 '\ 
経 済 原 論 II ;® 4 
経i斉 史 総 論
経済政策 総 論
経 営 学 総 論
4 簿 記 学 4 
1 2  一一一一一一 12 
28 経 営 法 学 系 28 
8
） 。
経 I斉 悼寸んー 系 8
) © 8 経 よ邑泣， 品寸ι- ＊、 8 







。： 社 会学の授業科目の単位は ， 4 単位 ま で を い ずれ か の 系列の 単位に含めるこ と が で き る。
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富 山 大学工学部規則の一部 を 改正す る規則 を 次の と お り 制定す る。
昭和55年 9月 19日
富山大学工学部規則の一部を改正する規則
富 山 大学工学部規則 （ 昭和25年 1 2 月 1 5 日 制定 ） の一部 を 次の よ う に 改正す る。
別 表機械工学科の表の専攻科 目 中
第204号
富 山 大学長 柳田 友道
「 IO機械工学設計製図第2 I 5 11」 を 「 IO機械工学設計製図第2 I 3 I 」 に 改め， 「 IO機械工学設計製図
第3 I 2 II」 を 削る。
附 則
1 この規則は ， 昭和55年10月 1 日 か ら 施行す る。
2 昭 和54年度 以 前 の 専門教育課程移行者に つ い て は ， な お 従前の例に よる。
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富 山 大学教養部規則 の一 部を 改正す る 規 則を次 の と お り 制 定す る。
昭和55年 9 月 19日
富山大学教養部規則の一部を改正する規則
富 山 大学教養部規則 （ 昭和42年 4 月 1 日 制定） の一 部を次 のよう に 改正す る 。
別表 中
「
英 量ロ五ロ 8 
英 圭ロ五ロ
英 f民』 言古 3 
ド イ ツ 語 8 
ドイツ 語
ドイツ語 会話 2 
外国語科 目
フランス語 フ ラ ン ス言吾 8 
中 国 語 中 国 語 8 
ラテ ン 語 フー アー J、 量n五口 2 
ロ シ ア 語 2 
」
を
英 圭ロ歪ロi 8 
英 呈ロ五口
英 ムロ、 話 3 
ド イ ツ 語 8 
ドイツ 語
ドイツ語 会話 2 
外国語科 目 フラ ン ス語 フ ラ ン ス 語 8 
中 国 三ロ五口 中 国 圭日五口 8 
フ一 ア一 ノ、 圭ロ五ロ ラ テ ン 語 2 
ロ シ ア 言雪 2 











































局， 学生部及び保健管理 センターの職員の身分 証明書」に改め，


































4 教員 の 勤務 時閉め割振 り の承認 学 長 ト リ チウム 科主セ ン タ ー
5 教員 の研修 （ セ ン ター 長 並ひ、に 引 き 続 き l 月 学 長 ト リ チウム 科学
以上に わた る場合及 び 海外研修 を 除〈。） の 承認 セ ン ター長
6 超過 勤務 ， 休 日 勤務 ， 夜 間 勤務の 命令 学 長 ト リ チウム 科学セ ン タ ー 長
7 職 員 の 身分 証明 書 の発 行 寸凶ゐ一 長 人文学部 ・ 理学部 事 務 長
別 表第 3 を 削る。
附 則
こ の 規則 は ， 昭和55年 9 月 27 日 か ら 施 行す る。 た だ し ， 改正後 の 別 表 第 l の 決裁事項及 び別 表 第 2 の専 決事項中 ト リ チ
ウム 科学セ ン ター に 係 る事項に ついて は ， 昭和55年 4 月 1 日 か ら 適用 す る。
富山大学における事務の委任に関する規則の制定
富山大学 に お け る事務 の委任に 関 す る規則 を 次 のと お り 制定す る。
昭和55年 9 月 27 日 富 山 大学長 柳田 友道
富山大学における事務の委任に関する規則
（ 趣 旨）
第1 条 こ の規則 は ， 富山大学 に お け る事務 を 能率的に 処理す るた め ， 事務 の委任に つい て 定め るも の と す る。
（ 事務 の委任）
第2条 学長 は ， 学部長 ， 教養部長 ， ト リ チウム 科学セ ン ター 長 及 び 保健管理セ ン タ一所長 （ 以 下 「学部長等」 と い う 。）
に 学長 の権 限 の一部を 行わせ るた め， 次の事務 を 委任す る。 た だ し ， ト リ チウム 科学セ ン ター長 並びに 保健管理セ ン タ
ー所長 に あ って は 第 2 号及 び第 3 号の事務 を 除 く 。
(1） 科学研究費補助 金研究分担者 の 承諾に 関 す る事務
(2 ) 学生の在学 証明 に 関す る事務
(3） 卒業 （ 見込み を 含む。） 証明 及 び修 了 （ 見込み を 含む。） 証明 に 関 す る事務
（ 事務 の処理）
第3条 学部長等 は ． 与 え ら れ た 職務 権 限の範囲内 で自らの責任に お い て 前条に 規定す る事務 を 処理す る も の と す る。
附 則
こ の 規則 は ， 昭和55年 9 月 27 日 か ら 施 行す る。
－E4 









ぴ工学研究科 （ 修士課程） 入学試験合格者の判定に つ
い て
( 1）昭和56年度 富 山 大学大学院理学研究科 （ 修士課程 ） (3）昭和56年度 富 山 大学大 学 院工学研究科 （ 修士課程） 推
薦 入学者の選考 に つい て及 び工学研究科 （ 修士課程 ） 入学試験合格者 の判定に
つい て ( 4） 短期 高等教育機関 （ 高 岡 ） 創 設準備調査に つい て
( 2）昭和56年度 富 山 大学大学院工学研究科 （ 修士課程 ）
推薦 入学者の選考 に つい て （審議事項）
( 1） 富 山 大学学則 の一 部 改正 に つい て
昭和55年度 第5回評議会（ 9 月 1 9 日 ）
（報告事項）
( 2） 富 山 大学経済学部規則 の一 部改正につい て
(3） 富 山 大学工学部規則 の一 部改正 に つい て
( 1） 教官人事に つい て (4） 富 山 大学教養部規則の一 部改正 に つい て
( 2）昭和56年度 富 山 大学大学院理学研究科 （ 修士課程 ） 及 ( 5）昭和55年 9 月 卒業の認定に つい て ’
人 事 異 動
異動 区分 発令年 月 日 氏 名 異動前 の 所属官職 異 動 内 容 任命権 者
5 5 .  8 1 奥 村 文 子 事務補佐 員 （ 附属 図 書館 ） 富 山 大学長
II i章 幡 慶 子 II 
（工学品分館） II 
55 . 9 .  1 安 村 千恵子 臨時用 務 員 （ 教育学部 炊 婦） II 
II 栗 林 繁 治 II II 作業員 ） II 
f采 用
II 竹 森 義 雄 事務補佐買 （ 附属図書館） II 
II 藤 木 粥三郎 II II II 
5 5 .  9 . 16  芳 賀 健 一 講師 （ 経営短期大学部 ） 富山大学経営短期大学部学長
55 . 9 . 18 朽 木 令 子 事務補佐 員 （人文学部 ・ 理学部 ） 富 山 大学 長
昇 任 5 5 .  8 . 1 9  畠 修 三 助 教授（ 教養部） 教授 （ 教養部） 文 部 大臣










）部 ・ 理学部 富 山 大学長
臨時的任用 55 . 8 . 1 6  林 悦 子 教諭 （ 教育学部附属幼稚園） II 
｛井 任 55 . 9 . 3 0  山 崎 佳 夫 教授 （ 経済学部） 経済学部長（ 55 . 9 .30～ 57. 9 . 29) 文 部 大臣
55. 8. 1 竹 内 陸 美 事務補佐 員 （ 附属 図 書館 ） 昭和55年 7 月3 1 日 限 り 退職 富 山 大学長
退 戦
II 安 村 千恵子 臨時用 務 員 （ 教育学部 炊 婦） II II 
55. 8. 6 村 j畢 巌 文部事務（局 （経長
済学部学務係1) 
死 亡
55. 8 2 0  日白ヨ 情 三 教授 （ 教養部）
- 1 2  -




学 内 諸 報
…………一…
経済学部長の改選
植村元覚経済学部長の任 期 が 昭和55年 9 月 29日 に満了 す る た め ， 経済学部教授会は 8 月 27日 に 次期学部長候補者 の選挙
を 行 い ， そ の結果， 山崎佳夫教授 が 選 出 さ れ た 。
山 崎佳夫教授 は ， 昭 和 2 0年10月 神戸経済大学 を 卒業， 同2 1年8 月 富 山 県立 第 二高等女学校に奉職 し て 以 来， 同29年 4 月
富 山 大学経済学部助手， 同31年 4 月 同講師， 同 34年 1 1 月 同助教授 ， 同46年 8 月 間教授 を 経て ， 現在 に至っ て い る 。
こ の 間， 富 山大学経営短期大学部主事 （ 2 期 ） 及 び評議員 等 を 歴 任 し た 。
専 門 は 会計学 富 山 県 出 身
富山大学公開講座
昭和55年度富山大学 公開 講座が， 人文学部， 教養部 でそ れぞ れ下記の と お り 開 催さ れ た 。
人文学部公開講座 教養部公開講座
講座 の名称 東ア ジ ア と 日 本 一歴史 と 文化一 講座 の名称 郷土 と やま 一 文化 と 自然一
開 設 期 間 昭和55年 9 月 8日 ～ 9 月 2 0日 ( 10日 間 ） 開 設 期 間 昭和55年 9 月 16日 ～ 1 2 月 9 日
18時～2 0 日 （ 但 し 20日ωは 14 時～ 17時） （毎週火， 木 ） 2 4 日 間 18: 00 ～ 20: 00 
対 象 一 般市 民 （ 受講者数 4 7 名 ） 対 象 一 般市民 （約100名 ）
講義 内 容 講 義 内 容
講 師 題 名 講 師 題 名
楠瀬 勝 東ア ジ ア と 日 本 の 課題 秋 山 進午 先史原 史 時代の と やま
藤本 幸夫 朝鮮印刷文化 と 日 本 梅 原 隆章 と やま の宗教 （ 立 山 と 信仰）
山 口 博｜古代和歌 と 中国詩 桂木 健 次 と やま の 開 発 と 土地利用
長沼忠兵衛 あ る 西欧人 の み た東ア ジ ア 藤井 昭二 と やま の地 形地質
三宝 政美 中国近代文学 に見える日 本人像 木 越 r台 万葉集 のなか の とやま
秋 山 進午 古代北東ア ジ ア の民族 と 文化 小島 覚 植生か ら み た と やま
鎌田 7Cーー 日 本古代国家 の形成過程 相 原 茂 と やま の 言葉
永 田 英正 古代中固 と 日 本 三 原 健一｜ II 
夫 馬 進 中国前近代 に お け る 地 方 自治 と 地 方議会 和崎 洋一 文明 と 郷土
梶井 l移 朝 鮮語 と 日 本語 と 二神 ヲL 北 陸に お け る 都市 化 と 都市再開発
鈴木 邦雄 と やま の動物相
藤森 勉 と やま の地場産業
稲垣 保彦 と やま に お け る 余暇環境
河野 昭一 北陸の植物相
全 員 ノマネ ／レテ。ス カ ッ シ ョ ン
勺01A 
昭和55年8 月 ・ 9 月 号 A且テー 報 第204号
富山大学事務職員研修
新任事務職員を対象 と し た 昭和 55年度 富 山 大学事務職 員 研修 が， 8 月 26 日 （刈か ら 8 月 29 日 幽までの 4日 間 本部会議 室で
行 わ れ た 。
こ の研修は ， 新採用職員 に対 し て国家公務員 の使命と心構 えを自覚させ る と 共 に ， 大学 行政 に 共通 し て必要な職務 遂行
上 の基礎的 な 知 識， 技能， 態度を 養成 し， 併せ て 富 山 大学職 員 と し て の一体感 を 培 う こ と を 目 的 と し た も ので受講 者及び
研修 日 程は 次の と お り で あ る 。
ロ.x.主 誘 者
庶 務 昔日 文部 事務 官 高見 明子 教 育 学 音日 文部事務 官 稲垣 克己
II II 朝野 真 経 済 A寸U ．ー 音日 II 松本 修 一
経 理 音E II 佐藤 淳 II II 武田 正夫
II 文 部 技 官 藍回 7’三E� 工 ，－芸会- 音IS II 石僑 英二
人文学部 ・ 理学部 文部 事務 官 寺j峯 達範 II 文 部 技 官 山 本 辰美
II II 永井 昭光 II II 佐町’ 博
II II 中 三川敏之 教 養 音日 文部事務 官 安川 範昭



















11 : 00 
12 : 00 
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海 外 渡 航 者
55年 8 ・ 9 月
渡航の種類 所 属 官 職 氏 名 渡 航 先 国 目 自ヨ 期 間
昭和55年度科学研究費補助 金 （ 海外学 55 . 9 . 1 5 
人文学部 助 教授 赤坂 賢 ザ イ ー ル 共和 国 ， 術調査 ） の研究分担者 と し て 「 ス ワ ヒケ ニ ア リ 語圏 に お け る 多 言語使用 と 『 ス ワ ヒ
リ 化』 に 関す る 調査」 に 従事の た め 56 . 3 .  9 
昭和55年度科学研究費海外学術調査の 55 . 8 . 1 1  
II 講 師 和 田 日青吾 連合王国， 分担者 と し て 西 北 ヨ ー ロ ッ パに お け るア イ ル ラ ン ド 長形墳 ・ 円形墳の比較考古学的研究の
た め 55 . 1 0 .  1 1  
フ ラ ン ス ， 連合 55 . 8 . 20 
王国， オ ラ ン 夕、，
教育学部 教 授 中 谷 唯一 べ ル ギ一， 西 ド 彫塑研究 （ 人体制作の研究） の た めイ 、ソ ， ス ペ イ ン ，
イ タ リ ア ， ギ リ
シ ア 55 . 10 . 19  
外 国 出 張 ブ ラ ジ ル， ア メ 極小部分 多様体の安定性 に つ い て の研 55 . 8 . 1 3 II 助 教授 森 博 リ カ 合衆国 究 の た め 5 5 .  1 1 .  30 
附小 ド イ ツ 民主 共 和 欧米諸国の教育， 文化， 社 会事情 を 視 55 . 9 .  9 II 中 井 毅 国 ， ベ ル ギ ー教 諭 ア メ リ カ 合衆 国 ， 察 し ， 今後の教育活動の 資 と す る た めカ ナ ダ 55 . 1 0 .  8 
55 . 8 .  26 
理 学 部 教 授 堀 越 叡 イ ン ド ネ シ ア 技術指導 の た め
55 . 9 . 1 6  
第 6 回 国 際結 晶 成長 会議 出 席 ・ 講演 及 55 . 9 .  9 
工 学 部 助教授 小林 信之 ソ ビ エ ト 連邦 ぴ ソ 連に お け る 結 晶 成長 に 関す る 研究
所視察の た め 55 .  9 . 2 1  
連合王 国， ア イ 近代英文学及 び文学研究法の調査研究 55 . 9 . 27 教 養 部 II 奥原 子，....ー・ ル ラ ン ド共和 国 ，
ア メ リ カ 合衆 国 の た め 56 . 7 . 26 
55 . 9 . 1 9  
人 文学部 II 藤本 幸夫 大韓民国 朝鮮古刊 本の調査 の た め
55 . 10 . 1 9  
明 清 史 国 際学術会議 出 席 及 び史蹟見学 55 . 8 . 4 II 講 師 夫 馬 進 中 華 人 民共 和 国 － 研修 の た め
海 外研修旅行 55 . 8 . 22 
中 国 河南省に お け る コーマ開 発研究協 力 55 . 9 . 1 理 学 部 教 授 小林 貞 作 中 華 人民共和 国 の た め 55 . 9 9 
電流層 に お け る 力 学過程及 び構造の研 55 . 8 28 工 学 部 助教授 坂井 純一 ア メ リ カ 合衆 国 究 の た め 56 . 8 . 27 
全国公務員 レ ク リ エ ー シ ョ ン共同事業富 山 地区
ソ フ ト ボ ー ル大会
実施 月 日 昭和55年 9 月 30 日 （刈
場 所 富 山 県営軟式球場
成 績 優 勝 富 山 刑務所
準 優 勝 富 山 大学 A チ ー ム
＝ 位 II B II 
II 富 山 医科薬科大学 A チ ー ム
Fb 句aaA






教養部教授 畠 惰三氏逝去 文部事務官 村沢 巌氏逝去
教養部教授 畠 締 三 氏 は ， 脳卒中 の た め， 8 月 20
日 逝去 さ れ ま し た 。
享年 52オ
こ こ に 御冥福 を 祈 り ， 謹ん で哀悼の 意 を 表 し ま す σ
畠教授 は ， 昭和33年 3 月 学習 院大学理学部物理学科
を 卒業， 周年 5 月 富 山 大学文理学部教務 員 と し て 着任
さ れ， 同39年 3 月 同 助 手， 同42年 10 月 富 山 大学講師，
同 52年 4 月 間助教授， 同55年 8 月 間教授 に 昇任 さ れ た 。
こ の 間22年余 り の 永 き に わ た り 終始懇篤 な る 温情 を
も っ て 一般教育課程の指導に あ た ら れ た 。
ま た ， 同教授は， 物理学者 と し て 数 多 く の 学術論文
を 発表 さ れ て い る が， 特 に 「 ひ げ結 晶 の 成長 と 物性」 は
日 本結 晶 成長学会に お い て ， 鉄 ひ げ結 品 の 成長 の機構
と そ の物性 を 解 明 す る こ と に 多大の貢献 を し て い る 。
経済学部学務係長 村 沢 巌 氏 は ， 病気療養 中 の と
こ ろ 8 月 6 日 逝去 さ れ ま し た 。
享年 40オ
こ こ に 御冥福 を 祈 り ， 謹 ん で哀悼の意 を 表 し ま す。
村沢係長 は ， 昭和34年 1 月 富 山 大学教育学部に 採用
き れ， 昭和45年 4 月 文理学部， 同46年 8 月 教養部庶務
主任に 昇任， 昭和51年 5 月 間 部学務係長 に 昇任， 同 55
年 4 月 経済学部学務係 長 に 配置 換 え と な り ， こ の 間21
年 7 ヶ 月 一貫 し て持前の適切 な 判 断力 と 責任感 を も っ
て 職務 を 全 う さ れ， 常 に 本学 の 中 堅職 員 の 範 と し て 今
後 の 活 躍 が期 待 さ れ て い た だけ に ， そ の 急逝が惜 し ま





〈新 任 者》 教育学部
附属図書館 教 授 藤井敏孝
事務補佐員 奥村文子
II 津幡慶子 助 教 授 奥 村義雄
文部事務官 小林 司
〈改 姓〉 経済学部
経済学部 文 部 技 官 金 団 稔
助 手 米原俊孝 （ 旧姓 内 免 ） 工 学 部
教 授 三上房 男
〈住所変更〉 助 教 授 小林信之
経 理 課
文部事務官 高 野俊 英 助 手 上羽 弘
施 設 課
文部事務官 武 田 勇 夫 文部事務官 地崎 昇
文 部 技 官 山 田 茂
人文学部
教 授 石 田 安 弘 教 養 部
助 教 授 鈴木邦雄
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本 部 文 理 学 部
8 月 ｜ 9 月 1 3 日 前学期授業終了
7 ～ 8 日 昭和55年度北陸 4 大学課外活動担当 者研修会
（ 於金沢大学辰 口 共同研修セ ン タ ー ）
14 日 給与勧告説明 会 （ 於 名 古屋国税局 ）
2 1 ～ 22 日 12大学経理部長会議 （ 於金沢大学 ）
26 ～ 29 日 中 部地区学生補導厚生研究会東海 ・ 北陸地区研 1 8 月
修会 （ 於岐阜大学） I 1 5 ～ 31 日 昭和55年度公開 講座受付
28～ 29 日 短期 高 等教育機関 （ 高 岡 ） 創 設準備調査 の た め
の伝統工芸 に 関 す る 教育課程等検討協 力 者会議
（ 於富 山大学）
9 月 4 日 新学習指導要領の検討 打 ち 合せ会
6 日 会計係長会議
9 日 第 4 回 入学試験管理委員 会
第 2 回 入学者選抜方法研究委員 会
9 ～ 1 1 日 給与実務 担 当 者研修会 （ 於金沢第二合同庁舎）
共済組合監査
1 1 日 国 立大学学生部次長， 課長会議 （ 於東 京 医科歯
科大学）
1 2 日 昭和56年度共通第一次学 力 試験 に 関す る 地区別
情報処理事務連絡会 （ 於 名 古屋大学 ）
1 6 ～ 17 日 第 1 回 全 国 国立大学学生部長協議会 （ 於 岡 山 大
学 ）
1 7 日 国 立41 大学庶務部長会議 （ 於筑波大学）
18 日 第 5 回 入学者選抜方法研究委員 会専 門 委 員 会
19 日 第 3 回 大学 院委 員 会
第 5 回 評議会
22 日 職業補導担当 者会議
25～ 26 日 昭和55年度長期給付実務研修会 （ 於金沢共済会
館）
26 日 昭和55年度東海 ・ 北陸地区国立大学厚生課長会
議 （ 於愛知教育大学 ）
29 日 学務 （ 関係 ） 係長会議
1 0 月
29～ 2 日 昭和55年度東海 ・ 北陸地区国立学校等会計事務
職 員 研修 （ 於富 山 大 学 ）
30 日 第 1 5 回 東 海 ・ 北陸地 区 国立大学事務局長会議
（ 於三重大学）
2 1 日 予算委員 会
29 日 入試関係検討会議
教育実習委員 会
9 月 3 日 教授会
6 日 教授会検討委員 会
8 ～ 20 日 公開 講座実施
10 日 将来計画委 員 会
13 目 前学期授業終了
1 7 日 教授会
人事教授会
18 日 教務委 員 会
27 日 秋の レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 下 品 温泉 と 乗鞍， 平湯
方 面 ）
教 育 学 部
8 月
23～ 24 日 呉 山 会 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 赤倉温泉 ）
24 ～ 26 日 昭和55年度教員 養成大学 ・ 学部教官研究集会
（ 特殊教育 ） （ 於国立教育会館）
28 日 附属小学校 第 2 学期始業式
30 日 附 属 中 学校 第 2 学期始業式
9 月
l ～ 3 日 昭和55年度教員養成実地指導 （ 事前指導 ）
1 日 附属養護学校 第 2 学期始業式
附属幼稚園 第 2 学期始業式
6 ～ 7 日 附属 中 学校学校祭
1 0 日 図書委員 会
教務委員 会 ・ 補導委員 会合同会議
。。唱『A
昭和55年 8 月 ・ 9 月 号
学




12 日 日 本教育大学協会第二部会理事会 （ 於東京学芸
大学）
1 2 ～ 1 3 日 日 本教育大学協会北陸地区第二部会数学研究協
議会 （ 於金沢大学 ）
17 日 教務委員 会
人事委員 会
24 日 予算委員 会
25 日 学部将来計画委 員 会
8 月 27 日 経済学部長候補者選挙
第 9 回教授会
30 ～ 31 日 経済学部， 経営短期大学部合同 レ ク リ エ ー シ ョ
ン （ 新穂高 温泉）
9 月 8 日 第 3 回 学部図書委 員 会
19 日 第 1 1 回 教務委員 会
第 3 回学部施設整備 委 員 会
第 10回教授 会
17 日 第 6 回 日 本 海経済研究所運営委員 会
18 日 第 3 回 各種委員 選考委員 会
19 日 第 2 固学部補導委員 会
20 日 第 3 回財務 委 員 会
24 日 第 12 回教務委 員 会
第 3 回 人事教授会
第 1 1 回教授会
第 4 回 各種委員選考委員 会
E里 弓品比・
8 月 4 日 学部職業補 導 委 員 会
9 月 5 日 理学研究科調査書審査
10 ～ 1 1 日 理学研究科入学者選抜試験実施
1 7 日 教授会
人事教授会
理学研究科 委 員 会
20 日 理学研究科合格者発表







8 月 6 B 教職員 厚 生事業運営委員 会
23 ～ 29 日 大学院工学研究科入学願書受付
9 月 4 日 事務連絡会議
9 ～ 10 日 大学院工学研究科入学試験
1 2 日 学部教務委員会
1 7 日 教授会
工学研究科委員 会






8 月 1 6 日 教授のみ の教授会
9 月 3 日 教養部教務委員 会
内地 ・ 在外研究員 に 関す る 委員 会
6 ～ 7 日 親和会 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 高 山 方 面 ）
8 日 図 書委員 会
10 日 教授会
教授 の み の教授会
1 6 日 公開講座開講 ( 12 月 9 日 ま で ）
29 日 補導委員 会
附 属 図 書 館
8 月
23 ～ 24 日 職員 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 宇奈 月 温 泉 ）
27 日 第30回北信越地区国 立大学図書館研修会 （ 於福
井大学 ）
9 月 5 日 学術雑誌総合 目 録欧文編デー タ 記入 説 明 会
（ 於大 阪大学附属図書館吹 田 分館 ホ ー ル ）
8 日 事務打合せ会
10 日 事務打合せ会
26 日 県 内 大学高専図書館研究集会
（ 於 富 山工業高等専 門 学校 ）
｜ 経営短期大学部 ｜
8 月
l ～ 2 日 国立夜間短期大学事務長 会議 （ 於 京 都工芸繊維
円wd





6 日 教官人事選考委員 会
9 円 第 7 田教授会
教官 人事選考委 員 会
30- 3 1 日 親睦会 レ ク リ エー シ ョ ン （ 新穂高温泉 ）
9 月 1 日 授業再開
3 日 第 8 回教授会 （ 持 ち 回 り ）
4 日 第 1 回一般入学選 考 委 員 会
5 日 国 立短期大学協会第 2 部会 （ 於熱海市 ）
8 ～ 1 3 日 前学期 末試験
25 日 第 9 回教授会
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷 所 中 央 印 刷 株 式 会 社
富 山 市下奥井 1 - 4 - 5 
電 話 ＠ 6 5 7 2 附
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